
教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

郷

土

の

文

化

財

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉒
１
２
６
２
）

　
里
館
跡

　
伊
万
里
の
城
館
跡
シ
リ
ー
ズ
㉒

し
い
景
観
づ
く
り
条
例
』
に
基
づ

き
、
里
地
区
の
一
体
的
な
歴
史

的
景
観
を
後
世
に
残
す
べ
き
も

の
と
し
て
、
22
世
紀
に
残
す
佐
賀

県
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
里さ

と

館
や
か
た

跡あ
と

は
、
東
山
代
町
里
字

舘た
て

に
所
在
す
る
中
世
の
館
跡
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
館
は
青
幡
神
社
の
南
方
の
低

地
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

江
戸
時
代
の
絵
図
に
は
、
濠ほ

り

で

囲
ま
れ
た
長
方
形
区
画
が
描
か

れ
て
お
り
、
こ
の
区
画
の
範
囲

内
が
館
跡
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
現
状
で
は
、
館
周
囲
の

区
画
が
空
撮
写
真
で
わ
か
る
程

度
で
あ
り
、
地
表
面
で
観
察
で

き
る
遺
構
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
里
館
跡
は
、
中
世
期
に
周
辺

一
帯
を
領
有
し
て
い
た
山
代
氏

に
関
連
す
る
城
館
跡
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
後
に
山
代
氏
が
領
地

替
え
さ
れ
、
入
れ
替
わ
り
に
田

尻
氏
が
治
め
る
よ
う
に
な
っ
た

初
期
に
も
利
用
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
里
館
跡
は
、
令
和
元
年
11
月

に
里さ

と

小く
う

路じ

の
矢や

竹た
け

生い
け

垣が
き

通
り
、

青
幡
神
社
と
と
も
に
、
県
の
『
美

　
国
は
、
平
成
11
年
６
月
に
施
行

さ
れ
た
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
』
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
た
め
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29

日
ま
で
を
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、『
そ
っ

か
。
い
い
人
生
は
、
い
い
時
間
の

使
い
方
な
ん
だ
。』『
ワ
ク
ワ
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
で
す
。
こ

れ
は
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
実
現

す
る
た
め
に
、
時
間
を
ど
う
使
っ

て
い
く
の
か
、
家
族
や
地
域
、
社
会

は
ど
う
後
押
し
し
て
い
く
の
か
を
社

会
全
体
で
考
え
て
い
く
た
め
の
き
っ

か
け
と
な
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
、
公
募
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

『
そ
っ
か
。
い
い
人
生
は
、
い
い
時
間
の
使
い
方

な
ん
だ
。』『
ワ
ク
ワ
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』

６
月
23
日
〜
29
日
は
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
で
す
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画
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策
課
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女
協
働
推
進
係（
　
☎
㉓
２
１
１
５
）

男女共同参画週間パネル展示

● 日　時　６月 11 日（木）〜 30 日（火）

　　　　　市民図書館の開館時間中
● 場　所　市民図書館展示コーナー

　市は、平成 30 年３月に『第４次伊万里市
男女協働参画基本計画』を策定し、『あなた
らしく、わたしらしく、すべての人がきらめ
くまち』を目指し、取り組んでいます。
　計画に基づく施策を総合的かつ効果的に推
進するためには、行政とともに市民や事業者、
地域活動団体、教育に携わる人などが、それ
ぞれの責務を果たすことが必要です。
　市では、これらの相互の連携を強化し、情
報を交換することにより、効果的な男女協働
参画の推進に努めています。

市男女協働参画基本計画

↑
里
館
跡
（
青
　
里
館
跡
範
囲
、
赤
　
22

　
世
紀
に
残
す
佐
賀
県
遺
産
認
定
範
囲
）

142020.6広報伊万里


